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奈田 安弘 議長

不後 　昇 副議長

《会 期》11月25日／１日間
議決結果一覧表

［議　案］
番 号 件　　　　名 結 果

第79号 射水市ひとり親家庭等医療費助成に関
する条例の一部改正について 可決

［報　告］
番 号 件　　　　名 結 果

第15号 専決処分の承認を求めることについて 承認
第16号 専決処分の報告について ―

［同　意］
番 号 件　　　　名 結 果

第２号 監査委員の選任について 吉野省三
同意

11 月 臨 時 会
［選　挙］
番 号 件　　　　名 結 果

第１号 議長の選挙 奈田安弘
当選

第２号 副議長の選挙 不後　昇
当選

第３号 富山県後期高齢者医療広域連合議会議
員の補欠選挙

奈田安弘
当選

奈田安弘議長、不後昇副議長を選出
11月25日に開催した臨時会において、議長に奈田安弘議員、副議長に不後昇議員を選出しました。

また、常任委員会等の委員を変更し、それぞれ新しい委員長、副委員長を選出しました。
（新しい委員会構成は、12ページをご覧ください。）

昨
年
11
月
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
射
水
市
第
20
代
目
の
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。

さ
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
が
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、
議
会
の
役
割
は
、
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
市
議
会
で
は
、
議
会
活
動
の
透
明
性
や
議
会
改
革
の

推
進
、
積
極
的
な
情
報
公
開
な
ど
、「
よ
り
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の

負
託
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
市
政
の
推
進
と
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
、
市
内
の
小
学
校
６
年
生
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
議
会
」
や
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
意

見
交
換
等
を
通
じ
て
、
将
来
の
射
水
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
主
権
者
教
育
を
実
施
し
た
ほ

か
、
今
年
度
は
初
め
て
動
画
配
信
に
よ
る
議
会
報
告
会
を
行
う
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
身
近
な
議
会

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
は
、
合
併
20
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
射
水
市
議
会
と
し
て
、
ま
た
、
正
副
議
長
と

し
て
、
民
主
的
で
寛
容
な
議
会
運
営
を
目
指
し
、
市
民
目
線
の
市
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
加

え
て
、
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
支
援
を
は
じ
め
、
本
市
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
、
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
対
策
、
行
財
政
改
革
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
等
多
く
の
課
題
に
真
摯
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
第
３
次
射
水
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
様
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
各
種
施
策
が
着
実
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
当
局
と
と
も
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

関
係
各
位
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
ご
あ
い
さ
つ
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12月定例会 皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関から
報告や説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。

その他の質問
●国における政策論議の影響について
●台湾士林区との交流事業について
●自治会役員のなり手不足から考える将来のまちづくりについて
●道の駅新湊等整備運営事業におけるホテル開業の見通しについて
●いみずデジタル商品券事業について
●市民病院におけるマイナ保険証の利用について

問①① 次期総合戦略に込められ
た市長の想いを伺う。
答①① 人口減少の抑制を図るこ

とはもとより、人口減少が避け
られない中にあっても、本市に
住む人や、本市のまちづくりに
関わる人たちが「幸せ」を感じ
られるまちづくりを目指すとい
う思いを込めている。
問②② 今回示された県立高校の

将来像について教育長の見解を
伺う。
答②② 本市にある県立高校は、

いずれの高校も市内中学生に
とって大切な進学先であると同
時に、各校の特色ある教育活動
は地域の活性化にも貢献してい
る。今回の再編の議論を通し
て、より魅力ある高校となるこ
とを期待する。
問③③ 現時点における港町地区

の復旧予定について当局の方針
を伺う。
答③③ 令和７年３月末を目途

に、本市としての液状化対策方
針を決定したいと考えている。

その後、事業着手に向けて住民
説明会を通じ合意形成を図り、
早期復旧に取り組んでいく。
問④④ 帯状疱疹ワクチンの接種

助成について当局の見解を伺
う。
答④④ 症状の重症化予防の観点

からワクチン接種の有効性につ
いては認識している。また、接
種により一定期間、効果が持続
することから、医療費の抑制に
もつながるものと考えており、
国や県内自治体の状況等も踏ま
え、ワクチン接種助成について
検討を進めていく。

【自民射水の会】
高 橋  久 和 議員

1 地方創生10年の視点について
2 県立高校の再編計画について

3 能登半島地震からの教訓と
復旧状況について

5 県営農地整備事業（経営体育成型）
について

4 将来に向けた医療費の抑制策について

問⑤⑤ 本事業の採択要件として
条件化されている高収益作物へ
の取組について伺う。
答⑤⑤ 高収益作物の取組方針に

ついては、水田収益力強化ビ
ジョンに掲げる重点園芸作物の
「 え だ ま め 」「 し ろ ね ぎ 」
「キャベツ」のほか、「稼げ
る！園芸産地プラン」に掲げる
「こまつな」「サツマイモ」な
どといった品目を重点化するこ
とにより、産地形成を図るとと
もに集約的な生産による収益の
向上を目指していく。

代表質問

問①① 市道越中大門駅前線の交差
点部における排雪について伺う。
答①① 市道越中大門駅前線は、道

路中央部に用水路があり、スペー
スの制約があることから、除雪し
た雪の置き場として交差点の暗渠
部を利用している。見通しに影響
することも懸念されることから、
除雪業者との連絡を密に行い、適
切な排雪作業を実施していく。
問②② スケジュールについて伺う。
答②② 令和７年５月26日に戸籍

法の一部改正が施行され、戸籍の
記載事項に氏名の振り仮名が追加
される。既に戸籍に記載されてい
る方は本籍地市町村から仮の振り

仮名が通知され、令和８年５月25
日まで振り仮名の届出ができる。
　仮の振り仮名が相違なき場合は
届出が不要であり、届出期間終了
後に本籍地市町村長が仮の振り仮
名を戸籍の氏名の振り仮名として
記載する。

1 道路除雪について

2 戸籍の個人名に振り仮名を
つける作業について

根 木  武 良 議員

一般質問

その他の質問
●現行の健康保険証について
●市の都市公園内のトイレの洋式

化について
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その他の質問
●震災の復旧復興状況について
●射水市のＰＲについて
●雨水管理総合計画の見直しについて

問①① 富山県成長戦略の６つの
柱に対する本市施策の位置付け
について伺う。
答①① 本市総合計画では、市民

が幸せを感じられる「将来の
姿」について、「生まれる」
「育つ」「学ぶ」「働く」「暮ら
す」「みがく」「つなぐ」という
ライフステージごとに施策を位
置 付 け て い る 。 県 が 目 指 す
「ウェルビーイング」が向上し
た社会は、本市の総合計画で掲
げた将来の姿と一致する。一人
ひとりが幸せを感じられる魅力
的なまちにすることで、若者世
代にも選ばれ、人が行き交う地
域となると考えており、県と連
携しながら取り組んでいく。
問②② とやま呉西圏域連携事業

の今後の取組方針について伺う。
答②② 令和８年度からスタート

する次期都市圏ビジョンの骨子
案の検討に着手した。中間評価

結果や新たな時代の潮流を踏ま
えたうえで、「こどもまんな
か」や「災害への対応力」に関
する取組の強化など、新たな観
点を取り入れ、より実効性の高
いものとなるよう検討を進めて
いる。
問③③ 市内20基の曳山集結提

案について伺う。
答③③ 現時点において、市内

20基の曳山が集結するイベン
トを開催する計画はないが、町
並みと地域住民と曳山が一体と
なる本市の曳山祭りは、まさに
オンリーワンの観光資源であ
り、引き続き、情報発信や祭り

【いみず志政会】
加 治  宏 規 議員

1 ウェルビーイング※ について

2 連携中枢都市圏について

3 20周年記念事業について

4 文化財保全について

の収益化に取り組みながら、さ
らなる知名度の向上と活性化に
つなげていく。
問④④ 旧宮林家（綿屋）を含む

市内の歴史的価値がある文化財
の調査について伺う。
答④④ 今後、文化財の保存活用

方針や、具体的な取組の実施計
画等を市民と共有し、保存継承
につなげていくため、「文化財保
存活用地域計画」の策定に取り
組まなければならないと考えて
おり、まずは、蓄積された過去
の文化財調査成果の整理や、必
要な追加調査に取り組んでいく。

代表質問

問①① 大規模災害時に備え、復旧
に必要なスケジュールや事業費を
想定しておくことが必要と考える
が、見解を伺う。
答①① 大規模災害が発生した場合

は、多くの人的被害や建物被害が
予想される。市民の生命・財産を
守るとともに速やかな復旧復興の
実現に向け、復旧事業費を含めた
スケジュールの策定について、調
査・研究していく。 
問②②ⅰ 射水市防災士連絡協議会

の登録者数の推移について伺う。
答②②ⅰ 令和４年度は145名、令

和５年度は163名、令和６年度は
173名である。能登半島地震を踏

まえ、地域からの推薦枠を拡大す
るなど強力に防災士の養成を推進
している。
問②②ⅱ 地区防災計画を策定する

にあたり、行政職員はどのように
かかわっていくのか。
答②②ⅱ 計画作成の手引きを作成

し、地域振興会連合会の理事会で
配布や説明を行ったり、防災士に
よる研修会を実施している。また
地域からの相談
に都度応えるな
ど、引き続き地
域と連携し、計
画策定を推進し
ていく。

1 大規模災害時の復旧スケ
ジュールの策定について

2 地区防災計画について

高 畑  吉 成 議員

一般質問
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その他の質問
●職員の綱紀粛正について
●食料・農業・農村基本法改正について
●市民病院の健診事業強化について
●ペロブスカイト太陽電池の活用について
●リトルベビーハンドブックの活用について

問①① 新年度予算編成における
新規事業について伺う。
答①① 「こどもまんなか社会」

の実現に向け、安心して子育て
ができる環境づくりなど「子育
てするなら射水市」を実感でき
る新たな取組にもチャレンジし
たいと考えており、時代の先を
見据えた戦略的かつ効果的な施
策を検討していく。
問②② 防犯対策補助金制度の創

設について伺う。
答②② 国では、防犯対策強化へ

の取組などへの支援事業が今年
度の補正予算に計上され、国会
にて審議されている。本市とし
ては、国や県などの動向を注視
しつつ、他市区町村の状況など
も調査・研究していく。
問③③ 耐震診断はどのように

なっているのか伺う。
答③③ 小杉駅舎については耐震

性があり、越中大門駅舎は法令

による耐震診断を義務付けされ
た建築物に該当しない。しかし
努力義務があることから耐震診
断等が実施されるものと考えて
いるが、必要に応じ、県や県内
市町村と連携し耐震診断等の速
やかな実施を求めるなど、協議
していきたい。
問④④ 小中学校のタブレット端

末の更新について伺う。
答④④ 学習専用端末は、バッテ

リーの劣化や故障が増加してお
り、令和７年度に端末を更新す
ることとしている。

【自民議員会】
津 田  信 人 議員

1 新年度予算編成について

2 防犯対策補助金制度の創設について

3 あいの風とやま鉄道駅舎（小杉駅舎・
越中大門駅舎）の耐震事業について

4 義務教育のデジタル教育について

5 ハラスメント防止条例について

問⑤⑤ ハラスメント防止条例の
制定について伺う。
答⑤⑤ 本市では健全な職場環境

を確保することを目的に「射水
市職場におけるハラスメントの
防止に関する要綱」を制定して
いる。この要綱は職員間のハラ
スメントについて規定したもの
であることを踏まえ、様々な状
況に対応できるよう他自治体の
条例を参考に要綱の改正や条例
化も含め調査・研究していく。

代表質問

問①① 商工業界や地域交通業者等
との連携強化の必要性について伺う。
答①① 地域住民だけでなく、商工

業界や地域交通事業者といった企
業等が「新しい認知症観」に立ち、
自分ごととして連携することで、
認知症の人への適切な対応だけで
なく、家族介護者に対する職場で
の理解や支援体制の整備、介護離
職防止を図ることを目指しており、
こうした事業者との連携の強化は
必要であると考えている。
問②② マタニティタクシー利用エ

リア拡大の必要性について伺う。
答②② この事業は民間主体で実施

されており、市内全域への拡大に

ついては、事業者の理解と協力が
必要である。また運転手の確保な
ど課題も多いが、すべての妊娠中
の方が安全に、安心して出産がで
きる環境づくりの必要性は認識し
ている。今後、民間事業者に働き
かけるとともに、
その可能性につい
て調査・研究して
いく。

1 「新しい認知症観」について

2 「未来世代から選ばれるまち 
いみず」の実現について

石 田  勝 志 議員

一般質問

その他の質問
●マイナンバーカードの健康保険

証利用について
●いみずデジタル商品券について
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問①① ひきこもり支援の現状と課
題について伺う。
答①① 令和５年度のひきこもりに

関する相談件数は延べ547件であ
る。若いうちに就労から離れた方
の支援が多い状況であり、生活課
題の解決に向けた支援を継続して
いる。場合によっては長期化する
こともあることから、早い時期に
関係機関が関わりを持ち支援でき
る体制が必要であり、今後とも一
人ひとりの状態に応じたきめ細か
な支援に努めていく。
問②② 特定空き家や管理不全空き

家について伺う。
答②② 空家特措法の一部改正で

問①①ⅰ 「射水市民の歌」や富山
県ふるさとの歌「ふるさとの空」は
市民の大切なふるさと資源であり、
子どもたちから大人まで幅広く普及
させることが必要ではないか。
答①①ⅰ 「射水市民の歌」につい

ては、市民の皆さんに活用いただ
けるよう周知しているほか、記念
事業や市主催のイベントなど様々
な活用をしている。来年度は市制
20周年を迎えることから、より市
民に身近なものとなるような取組
について検討していく。
問①①ⅱ 歌に限らず合併前から引

き継いだふるさと資源が多くある
が、コスト面だけを価値基準にす

問①① 社会課題解決や地域の魅力
を向上させる新たな交付金事業の
立案について、若手職員を中心と
した、部局横断的な事業の立案体
制が必要であると考えるが当局の
見解を伺う。
答①① 若い職員のアイデアを積極

的に引き出すとともに、年齢にか
かわらず柔軟な発想ができる職員
育成にも取り組みながら、地域の
魅力を向上させる施策を構築して
いきたい。
問②② 小杉駅と越中大門駅の利便

性向上、複合施設や図書館誘致の
政策について当局の見解を伺う。
答②② 本市の都市計画マスタープ

「管理不全空家等」が規定され、
「特定空家等」になる可能性があ
る空き家に助言等が可能となった。
今後、本市においても条例改正案
を提出する予定であり、「管理不
全空家等」の認定により、固定資
産税の住宅用地特例措置が適用除
外となることから、所有者等の主
体的かつ適切な管理が図られるも
のと考える。

るのでなく積極活用が必要ではな
いか。
答①①ⅱ 魅力的なまちづくりを推

進するため、行財政基盤を堅持す
る取組を進めながら、時代やニー
ズの変化に柔軟に対応しつつ、先
人たちの想い・理念を大切にして
まちづくりを進めていきたい。

ランの方針をもとに、駅を中心に
地域特性を生かした魅力あるまち
づくりを推進していく。
問③③ 大門広上地区や新湊地区な

どに、スーパーマーケットを誘致
できないか。
答③③ 地元からの要望を踏まえ、

引き続き食品スーパー等への立地
の働きかけを行うなど、買い物困
難地域の解消に向けた取組を進め
ていく。

1 ひきこもり支援の現状と
課題について

2 特定空き家※ や管理不全空
き家について

1 射水のふるさと資源を生か
したまちづくりについて

1 デジタル田園都市国家構想
交付金の活用について

3 買物困難者が要望するスーパー
マーケット等の企業誘致について

2 射水地域ビジョン提言内容の実践について

西 元  勇 司 議員

寺 岡  伸 清 議員

西 尾  　 哲 議員

一般質問

一般質問

一般質問

その他の質問
●市民協働を推進する本市での地

域振興会の担う役割について
●職員給与の改善について
●闇バイトから射水市を守る取組

について

その他の質問
●消防ポンプ自動車を運転できな

い消防団員について
●スポーツツーリズム受入体制整

備について
●教員の魅力について
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問①①ⅰ 今後継続して担い手を確
保するための当局の見解を伺う。
答①①ⅰ 民生委員・児童委員、保

護司ともに担い手の確保に苦心し
ている背景には、雇用される方の
定年年齢が延長されてきているこ
とで、就労している方が日中にそ
れぞれの活動を行うことが難しく
なってきていることが影響してい
ると推察している。本市としては、
就労しながらでも活動できるよう、
勤務先等へ協力要請を行うなど、
取組を検討していく。
問①①ⅱ 今年５月の対象者による

保護司殺人事件を受け、保護司の活
動における安全対策について伺う。

問①①ⅰ 災害廃棄物の処理実績及
び今後の見込みについて伺う。
答①①ⅰ 家庭から排出され、災害

ごみ仮置場に持ち込まれた片づけ
ごみ等は4,197トンであり、６月
末までに処理・処分を完了した。
７月以降は公費解体による解体ご
みが約6,000トン発生すると見込
んでおり、災害ごみの総量は約
10,200トンになると試算している。
問①①ⅱ 公費解体の進捗状況を

伺う。
答①①ⅱ 11月末時点で対象となる

住家・非住家は127件であり、そ
のうち修繕等により引き続き居住
される方を除き、約100件が解体

問①①ⅰ 「射水市こどもまんなか
応援サポーター」の取組について
伺う。
答①①ⅰ 「こどもにもっとやさし

いまち」を実現するため、こども
家庭センターの設置や世界にひと
つだけの絵本事業等を展開してお
り、引き続き「子育てするなら射
水市で」をさらに実現できるよう
取り組んでいく。
問①①ⅱ こども家庭センターの今

後の取組について伺う。
答①①ⅱ 支援が必要な方を早期に

把握し、専門性を活かした着眼点
で困難を抱える人に寄り添った支
援をしていく。

答①①ⅱ この事案を受け、射水保
護司会では、一対一や自宅での面
接を避けるなど、安全対策の呼び
かけをしている。本市では、サ
ポートセンター射水を面接場所と
して活用していただいているが、
保護司の自宅以外の面接場所の拡
充に向け、他の公共施設を利用で
きないか調査・研究していく。

の対象になると見込んでいる。現
在の申請受付数は88件であり、別
に相談継続中は15件、意向確認中
は５件となっている。また、解体
工事の進捗状況は、現在46件が発
注済みで、うち31件が解体済みで
ある。すべての公費解体の完了は、
令和７年９月末と見込んでいる。

問②② 通学用「のるーと射水」に
ついて伺う。
答②② 下校する方面別のバス通学

希望者が概ね10人程度以上の場合
は、中学生が優先して利用できる
「のるーと射水」を運行した方が
一般利用者にとっても利便性は高
くなるため、そのように運行して
いる。また、冬期間は平素以上に
時間的余裕をもって予約いただく
よう市ＨＰや専用アプリ等で周知
していく。

1 民生児童委員と保護司について

1 震災復興について

1 こどもまんなか社会実現に
向けた取組について

2 冬季公共交通手段について

山 本  満 夫 議員

金  　 賢 志 議員

大 垣  友 和 議員

一般質問

一般質問

一般質問

その他の質問
●市長観光トップセールスの成果

について
●雪対策について
●農業関係について
●野手埋立処分所について

その他の質問
●認知症基本法について
●マイナンバーカードと健康保険

証について
●富山マラソンの経済効果及び射

水市のＰＲについて
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問①① 台湾観光トップセールスで
の市長の手応えや所感について伺う。
答①① 今回のトップセールスでは、

富山新港花火大会や海鮮（カニ）
などをはじめとした食への関心が
高いと感じた。また、本市が士林
区と友好都市であることで一層親
近感が高まりインバウンド誘客に
向けた大きな可能性と手応えを感
じた。今後は、受入態勢の整備や
観光コンテンツの磨き上げをさら
に進め、可能な限り継続的にセー
ルス活動に取り組み、観光客の満
足度を高めるとともに、本市にお
ける観光消費額の拡大につなげて
いきたい。

問①①ⅰ 高齢者に対するごみ処理
の支援について伺う。
答①①ⅰ ごみ出しが困難な高齢者

がいることは承知しており、全国
的な事例を参考に調査・検討して
いく。
問①①ⅱ 高齢者宅の除雪支援につ

いて伺う。
答①①ⅱ 助成金事業を実施してい

るが、事例を参考に調査・検討し
ていく。
問②②ⅰ 内川周辺の駐車場不足に

ついて伺う。
答②②ⅰ 駐車場が少なく、場所が

分かりにくいという意見は聞いて
いる。
問②②ⅱ 市民全体の観光地として

の理解について伺う。
答②②ⅱ 「内川未来戦略会議」で

の議論を踏まえ、内川の認知度が
高まるよう取り組んでいく。
問③③ⅰ ３回の文書は、誰が何の

ために何をしようとしたのか伺う。

問②② 企業誘致の現状と今後の企
業団地の整備方針について伺う。
答②② 企業団地の空き用地は、沖

塚原企業団地１区画、造成中の小
杉インターパーク、富山新港臨海
工業用地の３区画である。新たな
企業誘致を通して、市内経済の活
性化や魅力ある就業先の確保を図
ることは、本市の重要施策の一つ
であり、状況に応じて新たな企業
団地の整備を検討していきたい。

答③③ⅰ 法令順守の観点から周
知・啓発したものである。
問③ⅱ③ⅱ 議員の身分に関わること

だが、議会と相談して発出したの
か。
答③ⅱ③ⅱ 法の規定を周知するもの

であり、議会とは相談していない。
問③ⅲ③ⅲ 文書の発出について、選

挙管理委員会を開催したのか。
答③ⅲ③ⅲ 説明及び承認をいただい

ている。
問③ⅳ③ⅳ 来年度の市長・市議会選

挙に向けて今度どのようにするのか。
答③ⅳ③ⅳ 引き続き、機会を捉えて

説明及び周知に努める。
問④④ⅰ 薬勝寺池へのフナの放流

について伺う。
答④④ⅰ 専門家等の意見を参考に、

調査・研究していく。
問④④ⅱ 県民公園太閤山ランドの

駐車場無料化について伺う。
答④④ⅱ 総合的な観点で管理者で

ある県が検討されるものと考える。

1 台湾観光トップセールスに
ついて

2 企業誘致の現状と今後の
企業団地の整備方針について

1 自治事務と法定受託事務について

3 公選法に基づく「政治活動用事務所」に
係る立札及び看板の類の表示について

2 内川の観光対策について

4 その他

杉 浦  　 実 議員

呉 松  福 一 議員

一般質問

一般質問

その他の質問
●富山高岡広域都市計画の区域区

分の変更について

議
案
２
件
及
び
認
定
７
件
を
可
決
（
認
定
）
す
べ
き

も
の
と
し
ま
し
た
。

▼
【
一
般
会
計
】

　
　
公
共
施
設
の
包
括
管
理
業
務
委
託
の
導
入
に

よ
り
市
内
業
者
の
受
注
は
増
え
て
い
る
か
、
ま
た

経
費
は
削
減
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

可
能
な
業
務
は
、
市
外
事
業
者
か
ら
市
内
事

業
者
に
切
り
替
え
て
き
て
お
り
、
市
内
事
業
者
の

受
注
は
増
加
し
て
い
る
。

　

経
費
の
削
減
に
つ
い
て
、
保
守
点
検
は
、
法
定

検
査
を
含
め
維
持
管
理
水
準
を
平
準
化
し
、
適
正

実
施
に
必
要
な
経
費
を
み
て
い
る
。
修
繕
は
、
業

者
対
応
の
修
繕
に
加
え
て
、
巡
回
点
検
の
際
に
作

業
員
が
持
参
し
た
工
具
で
対
応
す
る
軽
微
な
修
繕

や
、
市
内
の
店
舗
で
資
材
等
を
購
入
し
て
対
応
す

る
内
製
化
修
繕
を
行
い
、
導
入
前
と
同
程
度
の
予

算
で
、
よ
り
効
率
的
に
修
繕
で
き
て
い
る
。

▼
【
病
院
事
業
会
計
】

　
　
退
院
時
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
し
、
家
族
に
状

態
を
丁
寧
に
伝
え
、
家
族
が
十
分
な
準
備
が
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
対
応
を
伺
う
。

　
　

在
宅
復
帰
支
援
と
し
て
、
退
院
前
に
看
護
師

が
リ
ハ
ビ
リ
担
当
者
と
共
に
自
宅
を
訪
ね
、
こ
の

ま
ま
在
宅
復
帰
し
て
も
大
丈
夫
か
、
変
え
る
べ
き

と
こ
ろ
は
な
い
か
を
確
認
し
て
い
る
。
必
要
な
場

合
は
、
退
院
後
も
再
度
自
宅
を
訪
問
し
て
指
導
・

助
言
を
し
て
い
る
。

問答問答

決
算
特
別
委
員
会
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日　程 質問者 主な質問項目

12月20日

高橋　久和 委員 ①和田川浸水対策基本方針について

西元　勇司 委員
①職員研修、自治体・公共Weekについて　②市制20周年動画制作について　③街路樹
の管理について　④越中大門駅の安全対策と環境整備について

大垣　友和 委員 ①令和５年度射水市財務書類について　②公共施設の維持について

不後　　昇 委員
①帯状疱疹予防接種の助成について　②能登半島地震対応の課題について　③子宮頸が
んの発症予防について

加治　宏規 委員
①子ども及び妊産婦医療助成費について　②市内曳山祭との協力について　③元旦マラ
ソンについて　④医療用ウィッグ・乳房補正具購入費用について　⑤旧宮林家（綿屋）
の文化財保全について

金　　賢志 委員
①出資金返還金について　②災害復旧工事設計業務委託について　③観光・移住事業の
成果について　④市長タウンミーティングの成果について

山本　満夫 委員 ①ハラスメント対策について

石田　勝志 委員
①ＡＩオンデマンドバス乗降場所新設等について　②地域交通の在り方について　③認
知機能検診の普及について　④食材費や人件費等の高騰による学校給食費への影響と今
後の方針について

中村　文隆 委員 ①人口減対策と子育て政策について　②文化施設統廃合と小杉駅一帯の再開発について

寺岡　伸清 委員
①（仮称）高志大学の開学計画について　②（仮称）高志大学設立の効果について
③小杉駅周辺まちづくりにおける今後の本市の向き合う姿勢について

12月23日
中川　一夫 委員 ①12月補正予算について　②市政全般について　③その他

山崎　晋次 委員

①ＡＩオンデマンドバス乗降場所新設等について　②地域ぐるみ除排雪について　③各
地域振興会で地域型市民協働事業で実施している公園の維持管理について　④中高生と
の対話の必要性と望まれる未来創造予算について　⑤道の駅の今後の在り方について
⑥和田川の浸水対策について　⑦地方創生交付金を使った事業の現状と今後について
⑧外部から見た合併20年目を迎えた本市のイメージについて

予
算
特
別
委
員
会

港湾振興特別委員会

12月定例会特別委員会 本会議で委員会に付託された
主な議案の審議内容や所管事務の報告事項に関する概要を紹介します。

質問者及び質問項目 12月12日
（予算説明）

１　伏木富山港（新湊地区）のコンテナ取扱量
２　富山新港東埋立地Ｃポンドにおけるダイオキシン類の測定結果

議
案
２
件
及
び
認
定
７
件
を
可
決
（
認
定
）
す
べ
き

も
の
と
し
ま
し
た
。

▼
【
一
般
会
計
】

　
　
公
共
施
設
の
包
括
管
理
業
務
委
託
の
導
入
に

よ
り
市
内
業
者
の
受
注
は
増
え
て
い
る
か
、
ま
た

経
費
は
削
減
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

可
能
な
業
務
は
、
市
外
事
業
者
か
ら
市
内
事

業
者
に
切
り
替
え
て
き
て
お
り
、
市
内
事
業
者
の

受
注
は
増
加
し
て
い
る
。

　

経
費
の
削
減
に
つ
い
て
、
保
守
点
検
は
、
法
定

検
査
を
含
め
維
持
管
理
水
準
を
平
準
化
し
、
適
正

実
施
に
必
要
な
経
費
を
み
て
い
る
。
修
繕
は
、
業

者
対
応
の
修
繕
に
加
え
て
、
巡
回
点
検
の
際
に
作

業
員
が
持
参
し
た
工
具
で
対
応
す
る
軽
微
な
修
繕

や
、
市
内
の
店
舗
で
資
材
等
を
購
入
し
て
対
応
す

る
内
製
化
修
繕
を
行
い
、
導
入
前
と
同
程
度
の
予

算
で
、
よ
り
効
率
的
に
修
繕
で
き
て
い
る
。

▼
【
病
院
事
業
会
計
】

　
　
退
院
時
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
し
、
家
族
に
状

態
を
丁
寧
に
伝
え
、
家
族
が
十
分
な
準
備
が
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
対
応
を
伺
う
。

　
　

在
宅
復
帰
支
援
と
し
て
、
退
院
前
に
看
護
師

が
リ
ハ
ビ
リ
担
当
者
と
共
に
自
宅
を
訪
ね
、
こ
の

ま
ま
在
宅
復
帰
し
て
も
大
丈
夫
か
、
変
え
る
べ
き

と
こ
ろ
は
な
い
か
を
確
認
し
て
い
る
。
必
要
な
場

合
は
、
退
院
後
も
再
度
自
宅
を
訪
問
し
て
指
導
・

助
言
を
し
て
い
る
。

問答問答

所管事務について２件の報告を受けました。

令
和
６
年
度

射
水
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

（
議
案
第
80
号
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
９
億
２
８
０
０
万
円 

を
追
加
し
、
総
額
を
４
６
２
億
９
６
０
３
万 

６
千
円
と
す
る
も
の

主
な
事
業

〇
災
害
復
旧
支
援
事
業

〇
市
制
20
周
年
動
画
制
作
業
務

〇�

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
乗
降
場
所
新

設
等

〇�

万
葉
線
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
整
備
事
業
費
補
助

金
（
呉
西
連
携
）

〇
難
聴
者
対
話
支
援
機
器
購
入

〇�

障
害
者
自
立
支
援
給
付
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務

〇
児
童
扶
養
手
当

〇
子
ど
も
及
び
妊
産
婦
医
療
費
助
成

〇�

道
の
駅
新
湊
周
辺
道
路
等
用
地
造
成
工

事
〇�

放
生
津
・
新
湊
小
学
校
統
合
に
伴
う
閉

校
記
念
式
典
事
業
、
教
室
用
備
品
購
入
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議
案
13
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
8
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

射
水
市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の�

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

射
水
市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
は
、
少
年
の
健
全
な

育
成
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
街
頭
巡
回
活
動
や

広
報
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

本
セ
ン
タ
ー
の
取
組
は
、
少
年
の
健
全
育
成
に
多

大
な
貢
献
が
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
昨
今
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
普
及
等
に
よ
り
、
外
出
し
な
く
て
も
友
達
等

と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
、
街
頭
巡
回
活
動
の
役
割
が

薄
れ
て
き
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の

取
り
や
め
を
半
数
以
上
の
方
が
容
認
し
て
お
り
、
令

和
６
年
度
末
の
廃
止
に
向
け
調
整
を
図
る
と
と
も

に
、
時
代
に
合
っ
た
青
少
年
育
成
活
動
を
推
進
し
て

い
く
。

問　
今
後
の
青
少
年
育
成
活
動
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

全
国
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
利
用
し

て
、
少
年
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
例
が
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育
セ
ン
タ
ー
や
各
校

の
生
徒
指
導
主
事
等
と
連
携
し
な
が
ら
予
防
や
注

意
喚
起
に
努
め
た
い
。

問答

議
案
６
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
３
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

�

射
水
市
地
域
公
共
交
通
計
画�

（
素
案
）に
つ
い
て

　

地
域
公
共
交
通
施
策
の
基
本
計
画
と
し
て
の
素
案

を
ま
と
め
た
。
計
画
期
間
は
来
年
度
か
ら
の
５
年

間
。

　

①
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
公
共
交
通
網
の
整

備
、
②
交
通
Ｄ
Ｘ
等
に
よ
る
持
続
可
能
な
公
共
交
通

の
仕
組
み
づ
く
り
、
③
暮
ら
し
を
支
え
、
交
流
を
促

す
交
通
機
能
の
充
実
を
基
本
方
針
と
す
る
。

問　

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
の
る
ー
と
射

水
」
の
来
年
度
の
運
行
エ
リ
ア
に
つ
い
て
計
画
等

は
あ
る
か
。

答　

各
地
域
が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
の
は
承
知

し
て
い
る
。
検
討
中
で
あ
る
が
、
未
導
入
の
地
域

に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
早
く
導
入
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答

議
案
５
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
４
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

�（
仮
称
）射
水
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
業
務
委
託
に
係
る
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
実
施
結
果
及
び
セ
ン

タ
ー
機
能
の
強
化
に
つ
い
て

　

市
内
中
小
企
業
の
経
営
支
援
を
は
じ
め
、
市
内
高

等
教
育
機
関
の
学
生
の
起
業
・
創
業
の
支
援
、
学
生

と
市
内
中
小
企
業
と
の
交
流
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
獲
得
の
場
と
し
て（
仮
称
）射
水
市

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
ア
ル
プ
ラ
ザ
小
杉

２
階
に
設
置
す
る
た
め
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
る
委
託
業
者
の
選
定
を
行
っ
た
。
受
託
者
や
商
工

団
体
等
と
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
機
能

を
高
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
中
小

企
業
振
興
に
取
り
組
む
た
め
、
セ
ン
タ
ー
内
に
商
工

企
業
立
地
課
を
移
転
し
、
学
生
と
企
業
と
の
交
流
ス

ペ
ー
ス
も
併
設
す
る
。

問　
国
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
２
分
の
１
補
助
が

あ
る
が
、
９
年
度
以
降
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

２
年
３
か
月
の
実
績
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る

こ
と
と
な
る
が
、
継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た

め
、
新
た
に
有
利
な
財
源
の
確
保
を
目
指
し
て
い

く
。

問答

12月定例会常任委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や所管事務の
報告事項に関する概要を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
病
院
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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《会 期》12月４日～24日／21日間
議決結果一覧表

《議員別賛否一覧／賛成と反対の双方があった議案について掲載》
番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議
決
結
果

議員名

石
田　
勝
志

大
垣　
友
和

西
元　
勇
司

西
尾　
　
哲

金　
　
賢
志

杉
浦　
　
実

山
本　
満
夫

寺
岡　
伸
清

呉
松　
福
一

加
治　
宏
規

高
畑　
吉
成

根
木　
武
良

欠　
　
　
員

中
川　
一
夫

中
村　
文
隆

山
崎　
晋
次

不
後　
　
昇

吉
野　
省
三

津
田　
信
人

堀　
　
義
治

奈
田　
安
弘

高
橋　
久
和

議案第76号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

－

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

○ 可決
議案第77号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第80号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
認 定 第 １ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認 定 第 ５ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○…賛成　×…反対　※…議長は採決に加わりません。

［議　案］
番 号 件　　　　名 結 果

第76号 令和５年度射水市水道事業会計未処分利
益剰余金の処分について 可決

第77号 令和５年度射水市下水道事業会計未処分
利益剰余金の処分について 可決

第80号 令和６年度射水市一般会計補正予算（第５号） 可決

第81号 令和６年度射水市国民健康保険事業特別
会計補正予算（第２号） 可決

第82号 令和６年度射水市介護保険事業特別会計
補正予算（第２号） 可決

第83号 令和６年度射水市水道事業会計補正予算
（第３号） 可決

第84号 令和６年度射水市下水道事業会計補正予
算（第３号） 可決

第85号 令和６年度射水市病院事業会計補正予算
（第２号） 可決

第86号 射水市職員の給与に関する条例等の一部
改正について 可決

第87号 射水市立学校体育施設の開放に関する条
例の一部改正について 可決

第88号 道の駅新湊（別館）大規模改修工事請負契
約について 可決

第89号 指定管理者の指定について（大島絵本館） 可決
第90号 指定管理者の指定について（陶房「匠の里」） 可決

第91号 指定管理者の指定について（新湊中央文化
会館及び小杉文化ホール） 可決

第92号 指定管理者の指定について（川の駅新湊及
びいみず観光情報館） 可決

第93号 指定管理者の指定について（射水市ふれあ
い農園） 可決

第94号 指定管理者の指定について（新湊総合体育
館及び新湊テニスコート） 可決

第95号 指定管理者の指定について（小杉総合体育
センター） 可決

第96号 指定管理者の指定について（小杉体育館） 可決

第97号 指定管理者の指定について（大門総合体育
館） 可決

第98号 指定管理者の指定について（大島体育館及
び大島弓道場） 可決

第99号 指定管理者の指定について（下村体育館、
下村グラウンド及び下村テニスコート） 可決

第100号 指定管理者の指定について（サン・ビレッ
ジ新湊） 可決

12 月 定 例 会

番 号 件　　　　名 結 果

第101号 指定管理者の指定について（パークゴルフ
南郷） 可決

第102号 指定管理者の指定について（下村パークゴ
ルフ場） 可決

第103号 指定管理者の指定について（下村馬事公
園） 可決

第104号 指定管理者の指定について（海竜スポーツ
ランド） 可決

［認　定］
番 号 件　　　　名 結 果

第１号 令和５年度射水市一般会計歳入歳出決算
認定について 認定

第２号 令和５年度射水市国民健康保険事業特別
会計歳入歳出決算認定について 認定

第３号 令和５年度射水市後期高齢者医療事業特
別会計歳入歳出決算認定について 認定

第４号 令和５年度射水市介護保険事業特別会計
歳入歳出決算認定について 認定

第５号 令和５年度射水市水道事業会計決算認定
について 認定

第６号 令和５年度射水市下水道事業会計決算認
定について 認定

第７号 令和５年度射水市病院事業会計決算認定
について 認定

［同　意］
番 号 件　　　　名 結 果
第３号 教育委員会委員の任命について 同意
第４号 公平委員会委員の選任について 同意

［議員提出議案］
番 号 件　　　　名 結 果
第５号 ひきこもり支援の強化を求める意見書 可決

［その他］
番 号 件　　　　名 結 果

港湾振興特別委員会の廃止 可決

議会改革特別委員会の廃止 可決

議会運営委員会及び各常任委員会の閉会
中の継続審査 可決
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３月定例会は、
２月27日（木）から始まります
　会期日程は、決まり次第ホームページに掲載
します。
　詳しくは、議事調査課（TEL 51-
6610）までお問い合わせください。

議 信通会

傍聴者数

本会議 …� ３人
委員会 …� ４人

本会議 …20人
委員会 …22人

合計７人 合計42人

11月臨時会 12月定例会

市議会だより用語解説
POINT

代表質問・一般質問における用語を解説しています。

心も身体も社会的にも満
たされた状態、実感とし
ての幸せ、心の豊かさな
どを表す言葉

ウェルビーイング
倒壊や景観・衛生問題な
ど周辺環境に悪影響を及
ぼす可能性が高い空き家

特定空き家▶P4 ▶P6

議会報告会を
開催しました

　令和６年11月14日（木）、射水市議
会の議員定数と報酬等の協議状況につ
いて、地域振興会役員を対象に議会報
告会を開催しました。当日
の資料や報告書等は、ホー
ムページをご覧ください。

議 会 運 営 委 員 会
（８人）

委 員 長　津田　信人　　　副委員長　加治　宏規
委　　員　西尾　　哲　　　委　　員　金　　賢志　　　委　　員　杉浦　　実
委　　員　寺岡　伸清　　　委　　員　吉野　省三　　　委　　員　堀　　義治

総務文教常任委員会
（７人）

委 員 長　堀　　義治　　　副委員長　石田　勝志
委　　員　西尾　　哲　　　委　　員　山本　満夫　　　委　　員　山崎　晋次
委　　員　不後　　昇　　　委　　員　奈田　安弘

民生病院常任委員会
（７人）

委 員 長　高橋　久和　　　副委員長　西元　勇司
委　　員　金　　賢志　　　委　　員　杉浦　　実　　　委　　員　呉松　福一
委　　員　中村　文隆　　　委　　員　津田　信人

産業建設常任委員会
（７人）

委 員 長　加治　宏規　　　副委員長　大垣　友和
委　　員　寺岡　伸清　　　委　　員　高畑　吉成　　　委　　員　根木　武良
委　　員　中川　一夫　　　委　　員　吉野　省三

予 算 特 別 委 員 会 委 員 長　高畑　吉成　　　副委員長　西尾　　哲
委　　員　議長を除く全議員

広 報 委 員 会
（７人）

委 員 長　津田　信人　　　副委員長　加治　宏規
委　　員　高畑　吉成　　　委　　員　不後　　昇　　　委　　員　堀　　義治
委　　員　奈田　安弘　　　委　　員　高橋　久和

新しい委員会構成新しい委員会構成
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